
  

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ・概要                
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平成 30年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

儲ける仕組みの作り方 最新マネタイズ事例から学ぶ 

日 程 : 2018年 5月 29 日(火) 19：00～20：30 

受講者数: 17名 

会 場 ： 淡水サロン（三宮） 

講 師 : 経営学部 教授 川上 昌直 

 

「儲ける仕組みのつくり方 最新マネタイズ事例に学ぶ」 

この講座では、儲ける仕組み=ビジネスモデルについて、その基礎を学ぶとともに、収益の方法として

先進企業が行っていることについて学んだ。 

具体的には、ビジネスモデルとは「顧客を喜ばせながら、企業利益を得る仕組み」です。まずは顧客の

喜ばせ方として重要なマーケティング発想を紹介した。そこでは顧客満足を生み出す方法を中心とし

て、顧客の支払意欲をいかに高めることが重要かを受講者に考えてもらった。 

さらに、本講座のメインとテーマなるマネタイズについて講義した。これについては、講師がこれまで

実際に調査した事例を中心に、「誰から儲け、なにで儲け、そしてどのように回収するのか」という視

点から説明した。 

具体的には、主婦層に絶大な支持を得る晋遊舎の雑誌 LDK、そしてデアゴスティーニ社のパートワーク

を時間をかけて説明し、受講者の理解を得た。さらに、昨年の大ヒット作である「うんこ漢字ドリル」

やソニーの aibo に関しても、マネタイズとビジネスモデルの観点から説明し、受講者の今後のビジネ

スモデル改革の役に立ててもらえるように、アイディア出しにチャレンジしてもらった。 

今回の内容は基本的にマネタイズの理論を説明するものであるが、受講者が主にビジネスパーソンであ

ることから、自身の企業のビジネス変革に使えるものとして講演をした。                 

 

 

 


